
札幌啓成理数科の
探究型授業について

～探究で知的好奇心と学力伸びたのでオススメだよって話～

北海道札幌啓成高校 数学科 杉本 拓也
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概要
探究活動

盛んな

理数科。

「知的好奇心」伸ばしたい！



普段の授業→探究型授業に！
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例）２次関数導入の授業

←中学校の自由度はここまで。

２次関数をもっと自由にしてください。
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平行移動・対称移動したい！
関数はどうなるんだろう？

頂点どうなる？
軸と交点できた。
これどういう特徴？

90度回転。これって関数？
関数で表すと？

知的好奇心くすぐる自由な発問

→自分たちで探究。（どうなるんだろうと考えた）

その結果が、教科書の内容だった。
という授業をベースに。



〇夏休みの課題廃止（やらされる勉強はつまらない）。自由研究に。

※やった事はないが、scratchにチャレンジ

※試行回数を10，100，1000，10000，100000と変えて試してみる。

１年生
ある生徒の発表

面白いので…

※星取りという啓成の自学自習システムは継続。



授業にしちゃおう！
Python使用。

「このコードって何のこと？」

円の方程式
×確率
×プログラミング（英語・ロジック）
（啓成ウリのSTEAM教育）

１年10月。※円の方程式は未習。
だからこそ推測が楽しめる。



数学教師の天敵

「数学って何の役に立つんですか？」問題。

探究

しようか。 7
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微積が

どう役立っているか

探究（２年８～９月）

「探究」なので

何回も提出OK！

評価上書き。



やるからには

本物を。
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管理職が
サポートして下さり
実現しましたM(--)M



３年生は受験勉強に専念…

いやいや！

受験生だからこそ

探究でしょ！
10※だって思考力を問う試験なのだから。思考力鍛えなきゃ。



過去問こそ探究！
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（授業の流れ）

１時間目
①各自好きな

 過去問解く
②振り返り
③探究
④ペアに

 プレゼン
 質疑受ける

２時間目
⑤質疑応答
⑥グループ

 発表
⑦未解決問題
全体で
考える



探究型授業やって良かったことは？
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思と態が伸びる！

（入試点も上がった）

まとめてやるので進度が上がる！

知的好奇心伸ばせる！

数ⅠA：高１ １１月終了
数ⅡB：高２ ８月終了
数Ⅲ： 高３ ４月終了 

考える問題に強くなった。
※知は星取りの反復でカバー。

受験終了の翌日
「やっと大学物理勉強できる」

という子も。



啓成高校新聞より
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模試も、鍛えた思考力と主体的態度（粘り強さ）で戦える。14
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共通テストも探究型は相性が良い。
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※共通テスト対策は３年１２月のみ。（過去問３年分扱うのみで手一杯）

２４年共通テスト自己採点（全国平均109点　啓成平均110.8点）

人数
平均点

標準偏差
満点

2024 2024

札幌啓成 札幌啓成

01106 01106

高校3年生 高校3年生

理数科 理数科α(数Ⅲ選択）

共通ﾃｽﾄ 共通ﾃｽﾄ

数学１２ 数学１２

34 25

135.3 145.6
28.5 20.7

200 200 900

627.7
79.7

５教科総合

31

理数科α(数Ⅲ選択）

共通ﾃｽﾄ

01106

高校3年生

2024

札幌啓成

900

639.8
71.8

５教科総合

25

理数科

共通ﾃｽﾄ

01106

高校3年生

2024

札幌啓成



２次試験も探究型授業は相性が良い。

16※ ちなみに物理と英語も過年度比較で群を抜いて高く（他教科も例年より高め）総合学力が高くなりました。
 １年４月スタサポは例年概ね変わらずです。つまり、数学だけではない力がついたということ。

全統北大OP（３年11月）

進路状況 啓成全体（現役生のみ）
受験
人数

平均
点

平均

偏差値
北大理 （内訳） 北大文 他大例

合計

（名）

国公立

（名）
北大 国公立

2023 理数科 10 67.9 54.9 7 理6放1 1 大阪２ 10 29 啓成全体 13 176

2022 理数科 8 57.8 46.2 2 理2 2 22 啓成全体 4 110

2021 理数科 8 49.8 44.5 1 理1 1 20 啓成全体 2 99

2020 理数科 12 54.2 47.1 3 理2看1 九州１筑波１ 5 23 啓成全体 5 95

2019 理数科 10 76.4 52.4 4 理1水2作1 1 筑波１東北１ 7 25 啓成全体 8 88

2018 理数科 15 30.5 46.2 1 歯1 2 横国1筑波1 5 18 啓成全体 9 103

2017 理数科 11 51.6 47.3 4 理4 1 東北1 5 18 啓成全体 5 77

数学ⅠⅡⅢＡＢ

(150)

 
型・
科目
 
（配



一応言っておきますが…本校は通塾率低いです。
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塾・予備校は４人に１人。大多数は授業・講習、参考書学習をベースに自分で、そして

放課後友人と教え合いをして合格していました！（自分たちで考え話し合う文化形成）
（アンケートを見ると、阪大・北大現役合格者１５人中…塾などに通った人は２人でした）



まとめ

探究型授業を探究したら

知的好奇心と学力が伸びた。

（最重要）

各先生の探究型授業をシェアできる数実研は素晴らしいよねって話。

声かけして広げてね（宣伝）。
18



私の探究授業改善中なう。数実研でヒントもらい試行錯誤しております…
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チョーク＆トーク

学生講師時代

例え多め笑いあ
り生徒ウケ授業
＆演習ゴリゴリ

Teaching Other型授業

（普通科）

探究型授業
（理数科）

①教科書進める

→教科書例題数題解ける要素込めた「１つの発問 」
②発問し当てる
→発問しペア話し合う
③生徒つまったら丁寧に解説
→ヒント出しペアで再度考える（できたペアから演習へ）  

 最後ポイント解説（生徒あまり聞かない。これが成功）。

意欲ない
子にあった
授業へ

定着しない
子にあった
授業へ

思考力（地
頭）伸ばす
授業へ



以下、生徒の発表。

ワクワクしながら

探究を楽しんでいる感

が伝われば幸いです。 20



２年冬休みの自由研究 別解考え比較し楽しんだ生徒

21



微積が何に役立つか？ 未来が予測できる！と自分で気づいた生徒

22

北大経済上位合格し
ました（数学満点） 



入試問題を一般化できないか探究。友人の質疑でさらに深く。
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自分の進路にあった問題を自作。「確率」とは？本質に迫る生徒

24



見学旅行での疑問を１次不定方程式で考えた生徒
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探究が楽しくなって、自分で問題作った生徒

26

北大放射線科

主席合格しました！



身の回りの対数。調べ学習は「発問」で探究に誘導
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２年北大研修で行列習い「漸化式」に応用した生徒
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自分の定理を発見したくなってチャレンジした生徒
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